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キ 次 回 の 社 会 保 障 面 は 、 5月 14日 掲 載 の 予 定 で す 。

就
業
者
増
や
し
「支
え
手
」確
保

口 栞芳鷲実合冒年量翼露憲]
を推計したデータ。青滸の国勢調

査などを基に50年先までを示す。

1月公表の最新版では、総人口は

2010年の 1億2806万人が60年には

8674万人まで減り、65歳以上人口

が39.9%になる見込み。

少

子

高

齢

化

で
社

会

保

障

制

度

は

崩

壊

す

る

―
―
。
若
い
世
代
を
中
心

に
、

そ
ん
な
悲
観
論

が

広
ま

っ
て
い
る
。

４０
年

後

に
は

高
齢
者
１

人
を

現

役
世
代
１
人

で
支
え
る

「
肩

車
型

」

に
な

る
と

言

わ
れ
、
世
代
間
の
対
立
感

情
も

強
ま

る

一
方
だ

。

超
高
齢

社
会

の
荒
波
を

乗
り

切
る

こ
と

は

で
き

る

の
か
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
林

真
奈
美

）

若
者
に
不
信
感

「
年

金
制
度
は
、
ど

こ
か

で

打
ち
切

っ
て
は
ど
う
か

」

「
税

金
を
上
げ

た
ら

希
望
が

持

て
る

の
か

。
現
状

で
は
厳

し
い
と

盛

じ
る

」

「
今

の
受

綸
者

の
年

金

を
半
分

に
す

べ
き

」

兵

庫
県

西
宮

市

で
７

日
に
開

か
れ

た
政
府
主

催

の

「
『
明

日

の
安

心
』
対
話

集
会

」
。
出
席

し
た
野
田
首
相

に
対
し

て
、
若

い
世
代
を
中
心

に
、
社

会
保
障

制
度

の
先

行
き

へ
の
不

信
感
を

訴
え

る
声

が
相

次
い
だ
。

昔
は
１

人

の
お

年
寄

り
を
大

勢

で
支

え
る

「
胴
上
げ
型

」
、

今
は
３
人

で
支

え
る

「
騎

馬
戦

型

」
、
２

０
５

０
年
代

に
は
―

人
が

１
人
を
支

え
る
「
肩
車
型

」

に
―
―

。
野

田
首
相
が

こ
う
表

現
す

る
超
高
齢

社
会

の
厳
し
さ

に
、

国
民

の
危

機
感
は
募
る

一

方
だ

。
読
売
新

聞
社
が
１
月

に

実
施

し
た
世
論

調
査

で
は
、

少

維
持
で
き
な
く
な
る
と
答
え
た

人
は
９３
％
に
上

っ
た
。

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
１
人
を

支
え
る
２０
～
６４
歳
の
人
数
は
、

将
来
推
計
人
口
□
な
ど
に
よ
る

と
１
９
７
０
年
の
８

●
５
人
が

２
０
１
０
年
に
は
２

●
６
人
に

な
り
、

５０
年
に
は
１

・
２
人
ま

で
減
る
見
込
み
。

「
と
て
も
支

え
切
れ
な
い
」
と
い
う
の
が
実

感
だ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
れ
は
実
情
を
反
映

し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。

６５
歳
以
上

２
割
就
労

社
会
保
障
の
支
え
手
は

、
働

い

て
お

金
を
稼
ぐ
就
業

者
だ
。

６５
歳
以
上

で
も
２
割
は
働

い

て

い
る
。
逆

に
現
役
世
代

で
も

子

育

て
期

の
女
性
を
中

心

に
３
割

近
く
が
就
業
し

て
い
な

い
。
実

際
の

「
支
え
る
人
」
と

「
支
え

ら
れ
る
人
」
の
割
合
は
、
現
役

世
代
と
高
齢
世
代
の
人
口
比
率

と
は
全
く
違
う
。

今
後
は
社
会
保
障
の
な
か
で

子
育
て
支
援
な
ど
も
拡
充
さ
れ

対
話
集
会
で
社
会
保
障
に
つ

い
て
括
す
野
田
首
相
（中
央
）

（
７
日
、
兵
庫
県
西
宮
市
で
）

る

。

高

齢

者

だ

け

が

「
支

え

ら

れ

る

人

」

と

は

言

え

な

い

。

「
視
点
を
変
え
て
、
社
会
全

体
で
就
業
者
１
人
が
何
人
の
非

就
業
者
を
支
え
る
か
を
見
る

と
、
１
人
程
度
で
こ
の
数
十
年

間
ほ
ぼ
安
定
し
て
お
り
、
将
来

も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
実
態

と
し
て
は
、
若
い
世
代
の
将
来

の
負
担
が
何
倍
に
も
な
る
わ
け

で
は
な
い
」
と
、
権
丈
善

一
・

慶
応
大
教
授
は
話
す
。

子
供
な
ど
も
含
め
て
広
く
扶

養
の
負
担
を
見
る
と
、
高
齢
者

が
増
え
る

一
方
で
子
供
が
減

り
、
従
来
は
ほ
ぼ

一
定
。
今
後

は
高
齢
者
が
急
増
す
る
が
、
女

性
や
高
齢
者
の
就
労
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
。

０９
年
の
年
金
財
政

検
証
で
用
い
た
就
業
率
の
見
通

し
を
基
に
試
算
す
る
と
、

５０
年

で
も
就
業
者
１
人
が
支
え
る
人

数
は
１

。
１
人
程
度
で
、
今
の

１
割
増
し
に
と
ど
ま
る
。

「
女
性
や
高
齢
者
が
働
き
や

す
い
環
境
を
整
え
、
支
え
手
に

回
る
人
を
増
や
す
こ
と
で
、
少

子
高
齢
社
会
の
荒
波
も
何
と
か

乗
り
切
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

少
子
高
齢
化
に
耐
え
う
る
仕
組

み
に
転
換
す
る
に
は
、
雇
用
の

見
直
し
こ
そ
が
最
重
要
課
題
」

と
、
試
算
し
た
権
丈
教
授
は
強

調
す
る
。

柔
軟
な
働
き
方
提
供

も

っ
と
も
、
実
現
に
は
努
力

を
要
す

る
。

年

金
財
政
検

証
の
就
業
率

の

見
通

し
は
、
労

働
政

策

研
究

。

研
修

機
構

の
推
計
値

を
基

に
し

た
も

の
。
女

性
３０
～
３４
歳

で
１０

年
の
６４

・
‐

％
が
３０

年

に
は
７５

●
６
％

、
男
性
６５

～
６９
歳

で
４６

・
８
％

が
６２

・
７
％
と

、
か
な

り
大

幅

に
上
昇
す

る
設
定
だ

。

高

い
目
標
だ
が
、
総
人

口
が

減
少

に
転
じ

、
働
き
手

の
確
保

は
成

長
戦
略
と

し

て
も
欠
か

せ

な
い

。
経
済
成
長
は
社

会
保
障

制
度

の
安
定
性
も
高
め
る
。

で
は
、
ど
ん
な
対
策
が
求
め

ら
れ

る
の
か
。

第

一
子
の
出
産
前
後

に
退
職

す
る

女
性
は
６

割
に

上
り
、

２０

年
前
か

ら
変
わ

っ
て
い
な

い
。

保
育

所
不
足
や
長
時

間
労
働

の

た
め
、

働
く
意
欲
が
あ

っ
て
も

断
念

し

て
い
る
人
は
多

い
。
「
保

青
サ

ー
ビ

ス
な
ど
子
育

て
支
援

の
拡
充
と

、

ワ
ー
ク

ニ
フ
イ

フ

・
パ
ラ

ン
ス

（
仕
事
と
生
活

の

調
和

）
の
確
保
な
ど
働
き
方

の

改
革

の
両
面
か

ら
取
り
組

み
、

働
く

意
欲
の
あ

る
人
が
す

べ
て

働

け
る
よ
う

に
す

る
必
要
が

あ

る

」
と
、
富
武
剛

。
日
白
大
客

員
教
授
は
話
す
。

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ

・
パ
ラ

ン

ス

ヘ
の
配
慮
な
ど

柔
軟
な
働
き

方
の
開
拓

は

、
体
力
や
意

欲

に

個
人
差
が
大
き
い
高
齢
者

の
雇

用
拡

大

に
も
通
じ
る
。
働
く
高

齢
者
が
増

え
、
年
金
支
綸
開
始

年
齢

の
引
き
上
げ
が

可

能

に
な

れ
ば

、
支
え
手
の
負
担
も
減
ら

せ
る

。

さ

ら

に
、

一
人

一
人

の
支

え

手
と

し

て
の

「
体
力

」
を

強
化

す

る
意
味

で
も
、

低
賃
金
や
不

安
定
雇

用

に
あ
え
ぐ
非
正
規
労

働
者

の
処
遇
改
善
が
急
務
だ
。

「
短
期
的

に
支
え
手
を
増

や

す

こ
う
し
た
対
策
が
、
長
期
的

に
は
出

生
率

の
向
上
を
も
た
ら

し
、

社
会
保
障
制
度

の
安
定

に

つ
な
が

る

」
と
、
宮
武
客

員
教

授
は

見
通
す

。

社

会

保
障
の
将

来
が
ど
う
な

る
か

は

、
今
後
の

取
り
組
み
次

第
。
悲

観
論
を
乗
り
越
え
、
着

実

に
対

策
を
進
め

て
い
く

こ
と

が
重

要
だ
。

ｍ
ｍ

●人口構成の変化と就業者数の推移
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５

群

「
憂

憂

』
勢

時

人
口
の
将
来
推
計
は
更
新
さ
れ
る
。
直
近

の
将
来
人
口
推
計
は
、
今
年
１
月
に
出
さ

れ
た
。
そ
こ
で
は
合
計
特
殊
出
生
率
の
見

通
し
が
、
最
近
の
上
昇
傾
向
を
反
映
し
て

５
年
前
の
１
・
２６
か
ら
１
・
５
に
上
方
修

正
さ
れ
た
。

前
回
推
計
よ
り
出
生
率
が
高
く
な
つ
た

の
は
、
１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
少
子
化

傾
向
が
現
れ
て
以
来
初
め
て
の
こ
と
。
将

来
的
に
ど
こ
ま
で
進
む
か
見
え
な
か
つ
た

少
子
高
齢
化
と
い
う
巨
人
が
、
よ
う
や
く

わ
れ
わ
れ
の
前
に
そ
の
全
貌
を
現
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
“
歳
以
上
は
人
口
の
４

割
程
度
で
推
移
す
る
と
い
う
、
将
来
の
安

定
し
た
姿
が
見
通
せ
た
の
だ
。

政
府
の
要
人
は
、
“
歳
以
上
人
ロ
ー
人

に
対
す
る
”
～
“
歳
人
口
の
値
が
、
η
年

ご
ろ
は
約
９
人
で
ま
え
る
胴
上
げ
型
、
現

在
は
３
人
で
支
え
る
騎
馬
戦
型
、
２
０
５

０
年
に
は
１
人
程
度
と
な
る
の
を
と
ら
え

て
、
こ
れ
を

「肩
車
型
」
と
評
し

「将
来

の
世
代
は
、
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
い
つヽ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て

い
る
。
こ
れ
を
開
く
国
民
は
、
さ
ぞ
か
し

不
安
を
暮
ら
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
表
現
は
社
会

保
障
を
取
り
巻
ぐ
実
情
と
は
大
き
く
毛
離

し
て
い
る
。
制
度
の
安
定
性
に
重
要
な
の

は
就
業
者
１
人
が
何
人
の
非
就
業
者
を
支

え
て
い
る
か
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
れ
ば
Ю

年
１
・
“
人
だ
っ
た
の
が
、
今
も
１
・
“

人
と
安
定
し
て
い
る
。
こ
の
先
も
女
性
や

高
齢
者
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
就

業
参
加
し
て
も
ら
え
ば
、１
・
Ю
程
度
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
人
口
推
計
で
前
回
よ
り
も
出
生

率
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
年
金
制
度
の
安
定

要
因
と
な
る
た
め
、
悲
観
的
な
こ
と
を
喧

伝
し
て
こ
そ
社
の
内
外
で
評
価
さ
れ
る
と

勘
違
い
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
興
味
を
そ
そ
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が

一
部
の
論

者
は
、そ
も
そ
も
少
子
高
齢
化
の
下
で
は
、

現
役
か
ら
年
金
受
給
者
に
仕
送
り
を
す
る

賦
課
方
式
は
維
持
で
き
ず
、
積
立
方
式
に

い琢
不
改
革
を
行
う
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

そ
し
て
そ
の
改
革
は
、
年
金
の
世
代
間

格
差
の
問
題
も
解
決
す
る
と
い
う
。
こ
の

問
題
は
古
く
か
ら
経
済
学
の
中
で
検
討
さ

れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

公
的
年
金
は
子
が
親
を
支
え
る
私
的
扶

養
を
社
会
化
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
リ

ス
ク
を
ヘ
ッ
ジ
し
た
も
の
。
制
度
が
成
熟

し
て
い
く
段
階
で
は
前
世
代
は
負
担
以
上

に
給
付
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
一

方
ヽ
後
世
代
に
よ
る
私
的
扶
養
の
役
割
は

し
だ
い
に
減
る
。
こ
こ
で
公
的
な
側
面
の

み
を
見
て
「年
金
の
世
代
間
不
公
平
」と
す

る
意
見
が
出
て
く
る
の
だ
が
、
私
的
と
公

的
の
扶
養
を
足
し
た
総
額
は
制
度
が
あ
つ

て
も
な
く
て
も
同
じ
で
あ
り

一
面
だ
け
を

と
ら
え
て
不
公
平
と
一言
つヽ
の
は
難
し
い
。

も
っ
と
も
公
私
の
扶
養
総
額
を
支
え
る

就
業
者
が
減
れ
ば
、
後
世
代
ほ
ど
支
え
手

１
人
当
た
り
の
負
担
は
重
く
な
る
。
少
子

高
齢
化
が
も
た
ら
す
そ
う
し
た
後
世
代
の

負
担
増
加
は
、
は
た
し
て
積
立
方
式
に
よ

っ
て
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

積
立
方
式
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
パ

イ
」
が
一
定
の
下
で
高
齢
者
の
数
が
増
え

れ
ば
、
生
産
物
市
場
で
超
遇
需
要
が
生
じ

て
物
債
が
上
昇
す
る
し
、
巨
額
な
積
立
金

は
予
定
し
た
金
利
よ
り
も
実
質
金
利
を
引

き
下
げ
て
し
ま
う
。
総
じ
て
賦
課
方
式
の

場
合
と
同
じ
状
況
に
近
づ
い
て
い
き
、
積

立
方
式
も
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け

る
。
そ
の
う
え
、
積
立
方
式
は
金
融
市
場

の
不
安
定
さ
の
中
で
も
ろ
す
ぎ
る
。

確
か
に
、
日
本
は
人
類
未
踏
の
少
子
高

齢
社
会
を
生
き
抜
い
て
い
く
。
し
か
し
決

し
て
不
可
能
で
は
な
い
。
大
切
な
こ
と

は
、
愚
説
に
感
わ
さ
れ
て
不
必
要
に
動
揺

し
、
社
会
保
障
全
般
に
わ
た
る
重
要
な
諸

施
策
を
先
送
り
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国

少
子
高
齢
化
と
社
会
保
障

署
の里
一
権
丈
善

一
Ｔ
雲
美
善
露
積

〆
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朴

藁

雑

勤

解

誠

膏

押

日
直
前
の
１２
日
、
衆
院
社
会
保
障
特
別
委

員
会
の
公
聴
会
が
開
か
れ
、
出
席
し
た
公

述
人
が

「日
本
は
な
ぜ
、
公
的
年
金
と
い

う
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
財
産
と
考
え
ら
れ
な

い
の
か
」
と
、
訴
え
て
い
た
。

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
（保
険
数
理
入
）
で
あ

る
そ
の
公
述
人
は
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
で
導

入
さ
れ
て
い
る
年
金
の
パ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

を
公
聴
会
で
紹
介
し
、「資
産
」
に
、
年
金

会
計
に
将
来
入
っ
て
く
る
保
険
料
の
見
込

み
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す

る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、か
の
国
で
は
、

賦
課
方
式
の
公
的
年
金
が
永
続
す
る
重
要

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
証
左
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ

し
て
返
す
刀
で
、
し
か
し
日
本
で
は
、

「積
立
方
式
の
発
想
で
、
積
立
金
の
み
を

用
い
た
貸
借
対
照
表
で
債
務
超
過
を
訴
え

る
議
論
」
が
横
行
し
て
い
る
と
批
判
す

る
。至
極
も
っ
と
も
な
議
論
で
あ

っ
た
。

実
は
日
本
で
は
、
２
０
０
４
年
の
年
金

改
革
前
後
に
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
の
公
的
年
金

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
参
考
に
す
べ
し
と
い

２ヽ
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
こ
で
の
議
論
は
極
め
て
残
念
な
展
開
に

な
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

一
人
の
年
金
経
済
学
者
が
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
公
的
年
金
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
持

つ
意
味
を
よ
く
理
解
せ
ぬ
ま
ま
に
、
日
本

に
も
公
的
年
金
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
考
え

を
導
入
す
べ
き
と
主
張
。
そ
し
て
、
彼
は

厚
生
年
金
の
パ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
独
自
に

作
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ス
ウ
エ

ー
デ
ン
の
も
の
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
は
、
４
５
０

兆
円
の
債
務
超
過
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

た

（∞
年
茨
）
。
し
か
し
４
５
０
兆
円
と

で
，

数
字
は
、
当
時
の
厚
生
省
が
、
仮
に

厚
生
年
金
を
現
行
の
賦
課
方
式
か
ら
積
立

方
式
に
変
え
た
ら

「
二
重
の
負
担
」
が
い

く
ら
に
な
る
か
を
計
算
し
た
値
で
あ

っ

た
。
１
９
９
０
年
代
後
半
、
ド
イ
ツ
で
も

積
立
方
式
へ
の
移
行
論
が
出
て
き
た
の
で

政
府
が
移
行
に
要
す
る
二
重
の
負
担
の
金

額
を
示
す
と
、
国
民
は
移
行
不
可
能
と
理

解
し
て
積
み
立
て
論
議
は
下
火
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
同
様
の
試
算
が
ま

っ
た
く
異
な
る
利
用
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

賦
課
方
式
の
下
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
公
的
年
金
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
示
す
よ

う
に
、
将
来
の
保
険
料
収
入
の
見
込
み
額

は
資
産
に
勘
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ

が
日
本
で
は
、
公
的
年
傘
を
璧
上
方
式
と

混
同
し
て
、
コ
一重
の
負
担
」
額
を
「債
務

超
過
」
と
読
み
間
違
え
て
の
議
論
が
登
場

し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
企
業
会
計
を
知
る

人
た
ち
に
、
こ
れ
で
年
金
問
題
の
本
質
が

わ
か
っ
た
と
思
わ
せ
た
の
か
、
年
金
債
務

超
過
論
は
僚
頂
め
火
の
ご
と
く
広
ま
っ
た
。

も
っ
と
も
研
究
者
の
世
界
で
は
、
そ
の

混
同
と
誤
解
は
す
ぐ
に
修
正
さ
れ
た
。
そ

し
て
そ
の
年
、
∝
年
暮
れ
の

「
ア
ク
チ
ュ

ア
リ
ー
書
格
試
験
」
に
は
、
生
春
あ

「事

前
積
立
方
式
に
よ
る
財
政
評
価
と
賦
課
方

式
に
よ
る
財
政
評
価
の
相
違
点
を
明
ら
か

に
せ
よ
」
と
い
う
問
題
が
出
題
さ
れ
る
ほ

ど
に
、
専
門
家
の
間
で
は

「常
識
」
と
化

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え

「世
間
」
は
そ
う
は
い
か
な

い
。
高
校
教
科
書
に
年
金
に
は

「多
額
の

積
立
金
不
足
が
生
じ
て
い
る
」
と
の
記
述

が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
財
務
副
大
臣
が
昨

年
末
、
消
費
税
を
上
げ
る
理
由
と
し
て
日

本
の
公
的
年
金
に
４
５
０
兆
円
の
債
務
超

過
が
あ
る
か
ら
と
不
勉
強
ぶ
り
を
示
し
、

政
治
団
体
に
は
年
金
の
過
去
債
務
の
整
理

を
行
う
と
公
約
す
る
と
こ
ろ
ま
で
出
て
く

る
始
末
。
専
門
家
と
世
間
の
間
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
の
は
常
で
あ
る
が
、
年
金
債
務

超
過
話
に
関
し
て
は
、
問
題
の
震
源
が
、

い
わ
ゆ
る

「専
門
家
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

そ
の
罪
深
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
　
国

年
金
債
務
超
過
話
の
震
源

悪
の里
一
権
丈
善

一
一
長
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